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私は現在、4×5in のシートフイルムの現像ムラを

解消する為、【fig.1】に示すようなバットを使って現像

しています。  

当初、市販の

フィルムホルダー

と専用タンクを使

用し、色々な攪

拌方法を試して

みたのですが、

どうしてもムラを解消することが出来ませんでした。試

行錯誤の未、それは、ホルダーの形状とタンクの構

造による攪拌ムラとの結論に至り、バットによる現像

がベストだと思いたったのです。 

 

このバット現像方法を考案するにあたり、つぎのこ

とを主点に考えました。 

1. 攪拌ムラを出さない為、フィルムの乳剤面を常

に均一に現像液が流れること。 

2． 効率の良い枚数であること。 

3． フイルムに傷を付けない構造であること。 

4． 製作が容易で、シンプルな構造であること。

（大げさな装置は作らない） 

 

現在、このバットによる現像方法によって満足な結

果を得ていますが、バットの製作方法や、現像時の

フイルムの出し入れ、攪拌方法などにはある程度の

コツが必要です。又、多少の難点もあります。以下、

それらについて、順に述べたいと思います。 

 

1．製作にあたって 

1） バットは大四つステンレス製を使用しています。

サイズは 4×5in のシートフイルムが 6枚、余裕をもっ

て並べられるので決めました。そして、攪拌時にバッ

トの底の形状で現像液の流れに特定の変化が出て

しまうのを懸念したのと、仕切りを入れるのに細工が

容易であること、液温調整に有利である等の理由か

らステンレス製を選びました。 

2） 攪拌中にフイルム同志が重ならないように仕

切りを入れる訳ですが、仕切りによって現像液の流

れに特定な乱れを出さないようにすることを最重点に

考えました。そして、最も抵抗が小さいピン立てによ

る区分方式にしたのです。同じ理由によりピンの数も

最小限にしました。結果的に製作もいたって容易に

なりました。 

 

2．製作方法 

1） バットを六等分する位置に印をつけます。 

2） その位置にピ

ンを計 11 本、接着

剤で固定します。 

手近にアルミリベ

ット（錆ぴない、頭が

平らで立て易い）が

あったので利用しま

したが、ステンレスのバネ材などを利用しても良いと

思います。その際は接着し易いように底が平になるよ

うに加工します。【fig．3】     

3） ピンでフイルムに

傷をつけないようにゴム

チューブを被せます。

【fig.４】 

全体の高さは 25～

30mm 程度が現像作業

が行い易いようです。 

 

 

 

 

 

 

 

 



3．現像時のフイルム取扱要領 

1） フイルムをバットに入れる時は、必ず乳剤面を

上にして、【fig.5】に示すようにフイルムを持ちます。

（フイルムとバット底面の間は液の流れが悪い。） そ

して、フイルムに傷を付けない様、指の外側でバット

の縁やピ

ンの位置

をさぐり、

フイルム

を入れる

位 置 を

確認しま

す。位置の確認が出来たらフイルムを離し、指の腹

で、そっと液の中に沈めます。あまり押さえ過ぎるとバ

ットの底にくっついてしまうので注意が必要です。 

2） 個々のフイルムの現像時間差をなくす為に、

入れた場所の順番に取り出す様にします。又、頭の

中で数をかぞえながら、一枚一枚の間隔も同じにし

ます。 

3） フイルムを取り出す時は、爪先で乳剤面に傷

を付けない様、バットの縁から（2 枚以降は、先に取り

出した位置から）底に指をこすりつけながら移動させ、

フイルムの縁を探り、そっとつまみ出します。【fig.6】 

 

 

 

 

 

 

4．現像・攪拌要領 

1） 現像液の量ですが、私は現在 1.5 リットル使用

しています。これは色々量を変えて試して決めました。

あまり液が多いとバットから液がこぼれてしまうので、

充分な攪拌が出来ません。又、少なすぎても液の流

れが早くなり過ぎ、ピンの回りに乱れが出て来ます。

私の液量とバットの深さの関係を【fig.7】に示します。 

2） 攪拌方法はバットの縁を決められた回数、

時々持ち上げて行います。ある程度コツが必要で、

明るい所で液の流れを見ながら練習してみる必要が

あります。 

 

① 始め水平状態からバットの縁を 15～20mm 程

度持ち上げると、持ち上げた直後は【fig．8】の様な状

態になりますが、やがて液が移動して【fig.9】のように

なります。この時、重心が移動するので、持っている

バットの縁が、ふわっと軽くなります。軽くなるのを感

じたらバットをそっと下におろします。 

 

② バットを降ろすと液が戻って来て反対側の縁

で跳ね返りますので、それに合わせてまたバットを持

ち上げます（波が 1っ出来て、その波がフイルムの乳

剤面を、なめて行くように）。 この一連の攪拌動作を

規定回数繰り返したら（私の場合は、各五回ずつ）、

今度は隣の縁に移動しますが、ここで注意する点が

一つあります。それはバットの縦と横方向で液の流れ

る量が違うので、攪拌ピッチに差が出ると言うことで

す。当然、縦方向が少し長くなります。この差は①で

述べた、持ち上げたバットが、ふわりと軽くなるタイミ

ングの差で確かめることが出来ます。あくまでも液の

流れにスムーズにタイミングを合わせる事が大事で

す。こうして順々に攪拌しながら現像時間中、連続攪

拌します。 

 

5．最後に 

１） この方法による現像を行えば、シートホルダー

とタンクを用いた時に見られる、部位的なムラは解消

出来ますが、青空のような均一なトーンを大きく取り

入れたシーンでは、気をつけて見るとまだ多少のムラ

が見られます。 

これは、この現像方法では充分な初期攪拌が行え

ない為だと思われます。この問題を解消するには前

浴が効果的です。これは、フイルムの乳剤に現像液



が染み込んで行くのに時問がかかる為、初期の現像

スピードがゆるやかになる為です。（その分、現像時

間が 30秒程度延びるので要注意。） 

前浴もバット現像を行えば 100 パーセント完璧な

青（グレー）空の表現が可能となるでしょう（もし、それ

でもムラが出来るようでしたら、停止ムラと、引さ伸ば

し機の光源ムラの点検を行って下さい。） 

 

２） 底が平らなステンレスのバットを利用した為、

フイルムを入れた時に押さえ過ぎてしまうと底にくっ

ついてしまい、取り出しにくいことが時々あります。こ

れを解消する為に、バットの底にゴムの突起を付けて

みようと、現在考案中です。 ※注 

 

３） トランプ式現像方法と比べると、攪拌がゆるい

ようで現像時間が多少延びてしまいます。私は

TMAX400を、現像液 D-76、1対 1希釈、液温 22℃

で、9分現像しています。 

 

シートタンク現像、又はトランプ式現像等を行って

いて、キズやムラ等でお悩みの方は、比較的簡単で

安価に出来ますので、試してみることをお勧めします。 

 

［会報 No.5および No.６（1996）より転載］ 

 

※注 フィルムがステンバットの底に貼りついてし

まう不具合は、東急ハンズで 3 ミリ位のゴムの球が手

に入ったので、それを半分にナイフで切ってからバッ

トの底に貼り付けることで、簡単に解消することができ

ました。 


